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65～69才 70～74才 75～79才 80～84才 85～89才 90～94才 95才以上 合計
人数 2 4 6 6 12 5 1 36
％ 5．6 11．1 16．7 16．7 33．3 王3．9 2．8 1GO．1
表2．インタビュー対象者・年齢
65～69才 70～74才 75～79才 80～84才 85～89才 90～94才 95才以上 合計
人数 1 3 3 3 6 3 1 20















窃力歩行 歩行器使糊 杖使糊 車椅子使用 その他 合計
人数 17 10 1 8 0 36
％ 47．2 27．8 2．8 22．2 0 100．0
表4．インタビュー対象者・屋内歩行
自力歩行 歩行器使摺 杖使用 車椅子使月1　その他 合計
人数 8 4 0 8　　　　　0 20
％ 40．0 20．0 0 40。0　　　　　0 100．0
表5．全居住者・屋外歩行
肖力歩行 歩行器使用 杖使用 車椅子使用 その他 合計
人数 8 12 6 9 1 36
％ 22．2 33．3 16．7 25．0 2．8 100．0
表6．インタビュー対象者・屋外歩行
霞力歩行 歩行器使用 杖使用 車椅子使用 その他 合計
人数 4 5 2 8 1 20











人数 11 15 10 36
％ 30．6 4L7 27．8 100．0
表8．インタビュー対象者・食事の支度
ほぼ毎館分でできる 一部自分でできる 窃分では全くできない 合計
人数 7 8 5 20
％ 35．0 40．0 25．0 100．0
表9．全居住者・食事
自　　立 一 部介助必要 全介助必要 合計
入数 35 1 0 36
％ 972 2．8 0 100．0
表10。インタビュー対象者・食事
葭　　立 … 部介助必要 全介助必要 合計
人数 19 1 0 20
％ 95．0 5．0 0 100．0
表11．全居住者・入浴／シャワー
自立 一部介助必要 全介助必要 合計
人数 13 6 17 36
％ 36．0 16．7 47．2 100．0
表12．インタビュー対象者・入浴／シャワー
自立 一部鋤必要 全介助必要 合計
人数 8 5 7 20
％ 40．0 25．◎ 35．0 100．0
表13．全居住者・排泄
自立 ～部介助必要 全介助必要 合計
人数 32 0 4 36
％ 89．0 0 11．1 100．0
表14．インタビュー対象者・排泄
自立 榔介助必要 全介助必要 合計
人数 16 0 4 20


























1年未満 1年～2年未満 2年～3年未満 3年～4年未満4年～5年未満 5年～6年構 6年～7年 合計（人）
人数 2 3 4 2　　　　　3 1 5 20











同じ地域（Vange己e納 同じコムーネ内 構じアムト内 その他 合計
人数 8 11 0 1 20
％ 4α0 55．0 0 5．0 100．0
表17．以繭の住居での居住年数
5年未満 5年～10年未講 io年～20年未満 20年～30年縮 30年以上 合　計
人数 2 0 2 0 16 20

















































0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 合計
人数 3 9 3 3 1 1 20
％ 15．0 45．0 15．0 15．0 5．0 5．0 100．0
表19．自分の子供と電話をする頻度
毎B 週2～3園 週1回 月2～3［聾 月1懸 月1回未満 しない 合計
人数 4 7 5 0 0 0 0 17
％ 24．0 41．2 29．0 0 0 0 0 100．0
表20．自分の子供と会う頻度
毎B 週2～3回 週1回 月2～3［璽 月三圓 月1回未満 しない 合計
人数 0 4 4 4 1 4 0 17
％ 0 23．5 24．0 23．5 5．9 23．5 0 99．9
表2i．子供との交流頻度に対する満足度
満足 不満 どちらともいえない 合計
人数 16 1 0 17




















毎日 週2～3回 週1回 月2～3園 月1園 月圃未満 しない　　合計
人数 3 2 5 1 2 o 4　　　　　1
％ 19．0 3L3 6．3　　　12．5 0 25．0 6β　　　100。◎
表23．外部の友人と会う頻度
毎B 週2～3回 週1回 月2～3回 月1回 月1回未満 しない 合計
人数 0 2 5 3 2 3 1 16
％ 0 12．5 31．0 18．8 13．0 18．8 6．3 100．0
表24．外部の友人との交流頻度に対する満足度
満足 不満 どちらともいえない 合計
人数 15 1 0 16











































しばしば ときどき たまに 全くない 合計
人数 0 6 5 9 20





















満足 不満 どちらともいえない 合計
人数 17 1 2 20
％ 85．0 5．0 10．0 100．0
交流頻度に対してもド不満」と答えていた86歳の男性で、その理由も、交流頻度の不満足感の理
由と同じで、男性の入居者が少ないからというものであった。また、「どちらともいえない」と
答えた67歳の女性に理由を尋ねると、ヂ自分は障害をもっているため、劣等感を感じ、何事にも
積極的になれない。」と答えた。この理嵐は、薩接Nymoseg5rdに対する満足感／不満足感とは
関係なく、自分の健康状態に対する不満感ともとれる。しかし、同聴に、障書による劣等感を克
服できるための職員のサポートが欠けているということかもしれない、同蒔に、障害による劣等
感を克服できるための職員のサポートが欠けているということかもしれない。また、同じく「ど
ちらともいえない」と答えた88歳の女性に理由を尋ねると、「住み慣れた我が家にずっと住んで
いたかったから。」と答えていた。この入居者はここに入居する前は、ゲントフテ市内の家に約30
年間住んでいた。住み慣れた家を離れたことにかなり抵抗感があるようである。また、自分が好
きなトランプをする相手がここにはいないことも不満な理由の一っだと言っていた。この入居者
は、近くにある別の年金受給者クラブに週1回通ってトランプをしている。この意味で、この入
居者はNymoseg邑rdで満たされないニーズを自ら外に出向いて満たしていた。
　Nymoseg§rdの気に入っている点と気に入らない点を入居者に挙げてもらった。まず、気に入っ
ている点であるが、すべてが気に入っているという入居者が数人いた。多かった回答は、人と会
いたい時には年金受給者クラブにすぐ行くことができ、かっ、独りになりたいときにはいっでも
そうすることができるという点であった。「時々、孤独を感じることがありますが、近くに誰か
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がいるので、いっでも人と会うことができます，、（82歳、女性）」、「好きなときに独りになれる
し、また、人と会いたいときには年金受給者クラブに行くと会うことができる点。（73歳、女性）」、
1一
住戸が独立しているので、いつでも独りになりたいとき戸を閉ざして人と会わないようにする
ことができるのがよいと思います。　（78歳、女性）」、rここにはたくさん人がいるので、孤独に
なることがありません。　（89歳、女性）1
　これらの回答から、年金受給者クラブが入居者の孤独感解消に大きな役割を果たしていること
がわかる。
　また、緊急通報装置が設概されていること、ホームヘルパーの詰め醗が1階にあることによる
安心感を挙げる者も多かった。ヂホームヘルパーの詰め所が1階にあるので、いつでも援助を受
けることができます。病気の時には安心です。　（78歳、女性）1、「何かあればいっでも人を呼ぶ
ことが出来るので安心です。娘も安心だと言っています。　（86歳、女性）」、「以繭に病気になっ
たことがあり、その時に気づいたのですが、ここは必要な時には呼べぱすぐに来てくれるので、
とても安心です。　（86歳、錫性）」
　その他、こんな回讐もあった。「住戸霞体とても気に入っています。それから、庭があって、
夏にみんなで外に塵っているのも気持ち良くて好きです。」、「すべてが気に入っています。職
員たちもいい人ばかりです。　（92歳、女性）1、「ここでは必要な援助はすべて受けることができ
ます。（96歳、女性）」、「気が合っておしゃべりできる人がたくさんいる点。用事があるとき以
外は年金受給者クラブに行っています。　（85歳）」、「すべてが気に入っています。昔の老人はこ
んないいところに住むことができなかった。本当に今のデンマークの老入は幸せだと思います。
（85歳、女性）」
　やや否定的な意見もあった。「年金受給者クラブには毎臼行っていて気に入っていますが、他
に気に入っている点は特に患い付きません。現実は変えようがないので、ありのままを受け入れ
なければなりません。　（62歳、女性）」
　次に、気に入らない点を挙げてもらった。「特にない」と答えた入居者が半分以上の12人（60
％）いた。多かった回答は、「入繕考の中に、虚弱な高齢者が多くなってしまっているところ」
であった。このような國答は、特に、ADLが高い入居者に多かった。虚弱な高齢者とは、話し
たり、何かを一緒にすることができないという不満もあるだろう。また、自分もだんだん虚弱に
なっていくのではという不安感におそわれてしまうからかもしれない。「車椅子に乗っているよ
うな虚弱な高齢者が多いところ。もっと元気な人たちと付き合いたい。　（84歳、女性）」、「痴呆
老人やとても健康状態が悪い人々が多くて、落ち込むことがある。　（82歳、女性）」、「私は1989
年からここに住んでいるが、初めはこんなに虚弱な人ばかりではなかった。今はナーシングホー
ムのようになってしまっている。　（78歳）」
　その他、こんな回答もあった。ド年金受給者クラブで気が合わない人がいる。権力を握り、何
でも自分で決めようとするのが気に入らない。　（86歳、女性）」、「Vangedeの町の中心部まで
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やや離れている点c、（92歳、女性）」、「往鍔が広すぎる。建物農体も大きすぎる。私は庭付きの
こじんまりした家に慣れているので、なじめない。　（86歳、男性）」、「バスルームに暖房がない
ところ。　（78歳、女性）」
5．考察
　NymosegErdでは、趣味活動や社会的交流の場が、年金受給者クラブの形で提供されている。
実際に入居老の多くが年金受給者クラブに参加し、これに対する満足度も高い。また、子供や外
部の友人との交流もかなり頻繁である。その要因としては、独立した住戸がありプライバシーが
確保されていること、また、倥戸に適当な広さがあり居心地がよいことなどが考えられる。これ
らによって、入居者の孤独を感じる頻度は非常に低く、厨住状況全般に対する満足度は非常に高
いQ
　さらに、在宅介護職員の詰め所が建物内に設置されていることにより、緊急時もすぐに誰かが
駆け付けてくれるという安心感がある。また、ケア施設が近接配置されていることによって、津一
ムヘルパーも効率的にケアを提供できる。
　何人かの入居者から入居者嗣志の関係にまっわる不満を聞いたが、これは解決が難しい問題で
ある。主な問題としては、趣味や気が合う入がいない、剛生の入居者が少ない、虚弱な入艦老が
多すぎるといった不満があった。他の入居者と趣味や気が合うかどうかは、実際に入居してから
でなければわからない問題であり、これは調整ができないだろう。しかし、そのような悩みを話
せるような職員がいれば少しはサポートできるのかもしれない。1司性の入居者が少ないという問
題も解決が難しい。女性の方が平均寿命が長く、高齢者人口に占める謝金が高いので、勇性を多
く入居させることは難しいだろう。最後の、虚弱な入居者が多すぎるという点に関しては、多く
の高齢者住宅で指摘されていることである。最も虚弱な高齢蕎をケアしていたナーシングホーム
が豊富にあった時には、高齢者住宅は、比較的健康な高齢者のための居住の場として位置づけら
れていたが、近年は、ナ～シングホームが次々に繋鎖され、高齢者住宅に改築されてきている。
この流れとともに、高齢者住宅の入居者に占める虚弱な高齢者の謝合がますます高くなってきて
いる。今回の調査結果でも、NymoseggrdにかなりADLが低下していて多くの援助を必要とし
ている入居者が多く、ほとんどの入居者がホームヘルプサービスを受けていることを見てきた。
これに対して不満を感じている比較的健康な入居者が何人かいるが、これに対しても、解決策を
冤つけるのは難しい。高齢者の不必要な住居移動を避けるため、Nymoseg蝕dでは、かなり虚弱
になっても住み続けられるようになっており、虚弱な高齢者を別の施設に移すことはできないの
である。結局、健康な入居者には理解を求めるしかない。
　このような問題があるとしても、Nymosegardに対する入居者の満足度は高く、不満な点が葬
常に少ないことが調査によって明らかになった。N￥澱osegardは、高齢者住宅の在り方の一つの
186
論集第20墾｝　（1998年）
モデルを示しているといっても過欝ではない。その特質は次のように集約できるだろう。
①十分なケアサービスとその拠点の近接配概により安心感が得られる。
　②年金受給者クラブを設澱することにより、活動と交流の場が提供されている。
③独立した住戸と交流の場の雨方が保障されていることにより、入居者霞身が何をするかを自
　　由に選択できる。
6．おわりに
　臼本では、デンマークとは異なり、特別養護老人ホームなどの施設をこれからも拡充していく
方向に向かっている。これは、在宅では高齢者のニーズを満たすことができないからである。っ
まり、在宅介護サービスの未調整によって、要介護度の高い高齢者は、施設（あるいは病院）へ
の入所（入院）を余儀なくされている。まず、在宅介護サービスのメニューを揃え、質的・量的
な充実を図り、高齢者が「佳宅」で、それまでと同様の生活を送れるようにする必要がある。住
み慣れた家での生活が困難になれば、施設ではなく、密度の高いケアが提供できる高齢者向けの
住宅に移れるようにすべきである。そのような住宅の整備を考える際には、今園調査した
Nymoseggrdのように、継会的交流や趣味活動を継続できるよう配慮し、そして入居者問の交流
とプライバシーを尊重することが重要である。
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濫
（1＞
（2）
コムーネとは地方行政単位であり、全岡に275ある。日本でいえば、術晦村に近い。本稿では、「ゲントフ
テ市」のように、特定のコムーネを指す場合には、ヂ欝」と訳している。コムーネは三益に、高齢者福祉、教
育、住宅、環境などを所轄する，，また、アムツコムーネ（a㎜tsl｛ommune）はさらに広域の行政単位で、複
数のコムーネで構成されている，．全囲に14ある，，蓑体でいえぱ、都道府県に近い。憲に医療、障害者福糧、
成人教育、交通網などを所轄する、、
これはr居住機能とケアサービス0）分離」の原則に反しない（石黒　1996壕9？）。
（1998。8．26　受理）
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